
 

令和７年度 授業改善推進プラン ＜ 美術 ＞ 

練馬区立大泉西中学校 

 

 課題分析 授業改善策 評価 

１ 

年 

○中学校で初めて取り組む技
法や制作方法に興味をもっ
ている生徒が多い。一方、
消極的な生徒も一定数い
る。 

 
○制作の際に自分が表現した
いことを具体的に想像でき
ていない生徒が多い。 

 
○授業アンケートでは、「授業
外で意欲的に学習すること
ができた」と回答している
生徒が少ないことから、生
活の中にある美術的視点や
芸術的要素に気付けていな
いことがわかる。 

 

○資料や板書を充実させる。 
○机間指導の中で一人一人の
活動を丁寧に見て、生徒が質
問しやすい状況をつくる。 

 
○発想の段階でどのように考え
を深め、まとめていくのか、発
想の仕方について丁寧に指
導する。 

 
○美術が絵画や彫刻作品の制
作だけでなく、身近にもある
ことに気付くような発問をし
たり、授業の題材に関連する
有名作品や製品について鑑
賞したりするなど学習の幅を
広げる。 

○全体説明と机間指導により、
生徒が必要に応じた質問を
しながら作業に取り組むこと
ができた。 

 
○発想を視覚化（スケッチ）する
プロセスを導入した結果、生
徒の独創的なアイディアが収
束し、明確な案へとつながっ
た。 
○社会や生活における美術の
役割について理解を深め、日
常生活の中の事象を造形的
な視点でとらえ直す資質を育
成した。 

２ 
年 

○これまで培ってきた技能や発
想力を活かして制作に取り組
んでいるが、さらに個性を発
揮し、発展した表現をしてい
る生徒が少ない。 

 
○授業アンケートでは、「授業
外で意欲的に学習することが
できた」と回答している生徒
が少ないことから、生活の中
にある美術的視点や芸術的
要素に気付けていないことが
わかる。 

○生徒自身がどんな個性をも
っているかに気付かせるた
め、様々な作品に触れさせ、
どう感じるか、その感じ方と向
き合う場面をつくる。 

 
○美術が絵画や彫刻作品の制
作だけでなく、身近にもある
ことに気付くような発問をし
たり、授業の題材に関連する
有名作品や製品について鑑
賞したりするなど学習の幅を
広げる。 

○多様な作品に触れる鑑賞活
動を通して、自身の心情や気
づきを言語化する機会を設
けたことにより、生徒が自ら
の感性や個性に自覚するよう
促すことができた。 
○社会や生活における美術の
役割について理解を深め、日
常生活の中の事象を造形的
な視点でとらえ直す資質を育
成した。 

 

３ 

年 

○効率的で美しい仕上がりに
なる制作の手順を理解でき
ていない生徒が多く見受けら
れる。 

 
○授業アンケートでは、「授業
外で意欲的に学習することが
できた」と回答している生徒
が少ないことから、生活の中
にある美術的視点や芸術的
要素に気付けていないことが
わかる。 

 

○制作の見通しを立たせるた
めに、計画表を表示し、各工
程の平均的な所要時間と制
作のポイントを伝える。 

 
○美術が絵画や彫刻作品の制
作だけでなく、身近にもある
ことに気付くような発問をし
たり、授業の題材に関連する
有名作品や製品について鑑
賞したりするなど学習の幅を
広げる。 

○板書や動画、写真を活用した
説明により視覚化を図った。
それにより、生徒が見通しを
持って取り組み、効率性や仕
上がりの美しさを意識した主
体的な制作活動を促すこと
ができた。 
○社会や生活における美術の
役割について理解を深め、日
常生活の中の事象を造形的
な視点でとらえ直す資質を育
成した。 

 

 


